
観光の振興
県内での宿泊客の増加

県内就業の促進
地域で働く人づくりと就業支援

産業構造の改革
経済を好循環させる産業政策の推進

主な政策

❶就業意識の醸成と職業キャリア形成を支
援します。
❷若者・女性・高齢者等への就業支援の充実
及びしごとの創出を図ります。
❸県内事業所における働き方改善を促進
するとともに、職場定着率の向上を図り
ます。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３１年までに、県内で働
く人の1万人増加を目指し
ます。

 

❶東京オリンピック・パラリンピック後を見据え、外国人誘客の地力をつけるこ
とを中心に、観光誘客の強化に取り組みます。（誘客のためのプロモーション）
❷オフシーズンの宿泊観光客を増やすため、イベントをさらに発展・充実させ
るとともに、新たな冬の周遊型観光の展開を図りながら、観光消費に繋が
る誘客を促進します。（オフ期イベントの活性化）
❸観光客の満足度を上げるため、特に、「食」「宿泊」「土産物」の各分野の観
光事業者のおもてなし力を向上させます。（ホスピタリティの向上）
❹意欲ある宿泊施設の取組を支援するとともに、誘致に向けた取組を強化
し、宿泊施設の質と量を充実させます。（宿泊施設キャパシティの向上）
❺奈良を訪れた観光客が快適に周遊できる案内環境を整えるとともに、「本物の奈良」
に感動されることによりファン、リピーターを増やします。（案内力・説明力の向上）

戦  略戦  略目  標目  標

 

❶意欲ある企業・起業家への支援とともに、リ
ーディング分野、チャレンジ分野における産
業を育成します。

❷企業誘致の推進を図ります。
❸魅力ある店舗や商品を増やし、消費地とし
ての奈良の魅力向上を図ります。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成２９年までに、生活関連製造品出荷額を６６億円アッ
プします。（平成２９年目標額：４,４０８億円）

● 平成２９年までに、県民１人当た
り小売業年間商品販売額を、
３７千円アップします。 
（平成２９年目標額：７７６千円）

 

● 平成３１年までに、観光入込客数を
４，２００万人にします。

● 平成３１年までに、延べ宿泊者数を
２８０万人
にします。



健康づくりの推進
健康寿命日本一を目指す

林業・木材産業の振興
林業・木材産業の振興と森林の保全と活用

農・畜産・水産業の振興
農・畜産・水産業の振興と農村の活性化

目  標目  標

● 平成３５年までに、
農業産出額を
４４６億円に増
加させます。

目  標目  標

● 平成３２年までに、
木材生産量を
２５万㎥（A材１４８
千㎥、B材４４千㎥、C
材５８千㎥）に増や
します。

❶森林環境の適切な管理を図ります。
❷全ての材を搬出して多用途に供給するカスケー
ド利用への転換を図ります。
❸全ての材の受け皿の
確保及び県産材製品
の安定流通の実現を
図ります。

戦  略戦  略

❶健康寿命日本一を達成するため、健康的な生活
習慣の普及を進めます。
❷特定健診受診や介護予防等に取り組む人を増や
し、要介護状態になる
人を減らします。
❸疾病の早期発見等に
より、６５歳未満の死
亡率（早世）を減らし
ます。

戦  略戦  略目  標目  標

❶奈良の美味しい「食」の創造と発信に取り組みます。
❷マーケティング・コスト戦略に基づき、県産農・
畜・水産物の振興を図ります。
❸意欲ある担い手の育成・確保と農地のマネジメ
ントを推進します。
❹地域資源を活用した農村地域の活性化を図ります。
❺農・畜産・水産業振興のための体制整備を図ります。

戦  略戦  略

● 平成３４年度まで
に、県民の健康
寿命（６５歳平均自立
期間）を男女とも
日本一にします。

 

 



❶高度医療の需要に対応できる提供体制を構築
します。
❷救急医療・周産期医療提供体制を構築します。
❸医師・看護師の確保を図ります。
❹地域の医療機関による連携体制及び医療・介
護サービスの需要に対応できる地域医療提供
体制を構築します。
❺高齢者が生きがいを持って安心して暮らすこ
とができるよう、介護保険制度の着実な運営、
地域包括ケアシステムの構築を推進します。
❻障害のある人もない人もともに暮らしやすい
社会の実現のため、障害者の雇用促進、社会
参加の促進等に取り組みます。
❼支え合い、安心して暮らすことができるよう、
地域福祉を推進します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成２９年度までに、県民アンケート調査(平成２５年度）で
重要度が高かった項目の満足度のポイントを向上させ
ます。

・「急病時に診てもらえる医療機関があること」を
２．７３ポイントから３．００ポイントにアップします。

・「安心して子どもを出産できる医療体制が整って
いること」を２．６５ポイントから２．８０ポイントにア
ップします。

● 県民アンケート調査（平成２７年度）で重要度が高かった項
目の満足度を向上させます。

・「高齢者やその家族が住み慣れた地域で適切な
介護サービスを受けられること」を２．８７ポイント
から毎年度向上させます。

・「障害者が住み慣れた地域で、自分に合った支援
サービスを受けられること」を２．８２ポイントから
毎年度向上させます。

● 平成３１年度までに、地域福祉を推進するため、市町村
で活躍するコミュニティソーシャルワーカーを養成
し、１００人の登録を目指します。

※県民アンケート調査は5段階評価

❶結婚の希望の実現を図り、次代の親を育成し
ます。
❷子育てを支援し、子どもの健やかな育ちを実現
させます。
❸女性の希
望をかな
え、活躍
を推進し
ます。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３１年度までに、結婚を希望する若者を増やすとと
もに、結婚の希望実現率を８０％に高めます。

● 平成３１年度までに、夫婦の「理想の子ども数」に対
する「実際の子ども数」の割合を９５％に高めます。

● 平成３２年中に、女性の就業率（２０～６４歳）を全国平均
にすることを目指します。

少子化対策・女性の活躍促進
結婚・子育てを支援するとともに、女性の活躍と社会参画を促進

 

地域医療・介護・福祉の取組の推進
県民が健やかに安心して暮らせる地域社会の実現



文化の振興
質の高いイベントの実施と県の文化力の向上

スポーツの振興
だれもが、いつでも、どこでも、運動・スポーツに親しめる環境づくり

学びの支援
すべての人が生涯学び続ける地域社会をつくる

❶だれもがいつでもスポーツを楽しめる環境の整
備、地域で楽しむスポーツの推進を図ります。
❷あこがれ・
感動を生む
スポーツの
推進を図り
ます。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３１年度までに、１日３０分以上の運動・スポー
ツを週２回以上実施し、１年以上継続している人
の割合を５０％以
上に増やします。

❶気軽に芸術文化に親しみ、参加する機会や人々
が集い、交流を深める場を創出します。
❷歴史を通して文化への理解を深め、奈良に住ま
うことへの
誇りと文化
継 承 の 機
運を醸成す
る と と も
に、地域の
振興を図り
ます。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３３年度までに、芸術・文化を行う県民の割合
を全国１位にします。

● 平成３１年度までに、文化関連支出（世帯当たり）を全国
１０位以内にします。

● 平成３１年までに、美術館・博物館・社寺等文化施設
入場料支出（世帯当たり）を全国１位にします。

❶学びのステージに応じた教育を進めます。
❷本県の教育の課題に応じた教育を進めます。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３１年度までに、学習意欲の高い子どもの割合
を全国平均以上にします。

● 平成３１年度までに、規範意識の高い子どもの割合
を全国平均以上にします。

● 平成３１年度までに、子どもの体力・運動能力（男女と
も）を全国平均以上にします。

 

 
 



エネルギー政策の推進

❶エネルギーを活用した地域振興
を推進するとともに、緊急時の
エネルギー対策を進めます。
❷多様なエネルギーの利活用を
図るとともに、奈良の省エネ・
節電スタイルを推進します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３０年度の再生可能エネルギーの設備容量について、平成２６
年度比の１．６倍を目指します。

● 平成３０年度の電力使用量について、平成２６年度比の３．５％低減
を目指します。

● 平成３０年度の太陽熱システムの利用熱量について、平成２６年度
比の２，０００ＭＪ／ｈ増を目指します。

● 平成３０年度の家庭用燃料電池コージェネレーションシステムの利
用熱量について、平成２６年度比の３，５００ＭＪ／ｈ増を目指します。

● 平成３０年度のコージェネレーションシステム（家庭用除く）の利用
熱量について、平成２６年度比の２，５００ＭＪ／ｈ増を目指します。

景観・環境の保全と創造

❶植栽の整備等により奈良らしい景観づくり
を進めるとともに、希少野生動植物の保護
等により生物の多様性を守ります。
❷生活排水対策をはじめ、３Ｒや省エネ・節
電等の取組を促進し、環境負荷を低減し
ます。

戦  略戦  略目  標目  標

● 美しく風格のあるまちなみや多様で豊かな自然を守
り・創り・育てます。

● 誰もが安心して暮らせる、住みや
すいきれいな生活環境を創造し
ます。

安全・安心の確保
防災対策・危機管理体制の充実

愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現

分散型エネルギーの推進と地域へのエネルギーの安定供給

❶災害に強い県土整備を行い、減災対策を
推進します。
❷地域の防災力を高めます。
❸感染症や食の安全・安心確保、消費者被害
防止の対策を推進します。
❹「安全・安心の確保のための奈良県基本計
画」に基づき、包括的・横断的な犯罪抑止
や交通事故防
止対策を推進
し、日本一安全
で安心して暮ら
せる奈良を実現
します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 災害による死者をなくす・人命を守ることを最大の目標
に、できる限り被害を減少させます。

● 新型インフルエンザ等の感染拡大を抑制し、生活及び経
済への影響を最小限にとどめるとともに、食品に関する
監視活動や検査情報発信を行い、食の安全・安心の確
保に努めます。

● 社会を構成する多様な主体が一層連携し、治安を確保す
るための取組をきめ細かく重層的に展開して、県民の安
全・安心を確保します。

 

 



効率的・効果的な基盤整備

❶企業立地の支援、観光の振興等、地域経済の
発展に寄与する基盤整備を推進します。
❷日常生活の利便性･
快適性向上を推進
します。
❸災害への備え等強
靱な県土整備を推
進します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３１年度までに、「選択と集中」による道路整備を
推進し、１５カ所を供用します。

● 平成３１年度までに、浸水常襲地域において被害軽減
のための減災対策を推進し、概ね７割の地域で対
策を完了します。

南部地域・東部地域の振興

❶南部地域・東部地域での交流を促進します。
❷南部地域・東部地域での定住を促進します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３２年までに、南部地域・東部地域の交流人口（観
光入込客数）を８３０万人にすることを目指します。

● 平成３２年までに、南部地域・東部地域の交流人口（延
べ宿泊者数）を７０万人にすることを目指します。

● 平成３２年までに、南部地域・東部地域の人口の社会
増減をプラスにすることを目指します。

● 自分の住んでいる地域の活気や魅力に対する満足
度を高めます。

くらしやすいまちづくり

❶地域資源を活かし、住みよく、住み続けること
ができるまちづくりを推進します。
❷市町村と連携したまちづくりを推進します。
❸やすらぎ・憩い・にぎわい・利便性を提供する空
間の創出を推進します。
❹バリアフリー・ユニバーサルデザインや景観に
配慮した空間の創出を推進します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 地域資源を活用した住みよいまちづくりを目指し
ます。

●「やすらぎ」・「憩い」
に配慮した生活し
やすい空間づく
りを目指します。

生活者の視点から、まちの未来を考える

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる地域づくり

経済の活性化・くらしの向上を目指した県土マネジメントの推進

 



©NARA pref.

第３2回国民文化祭・なら２０１７
第１７回全国障害者芸術・文化祭なら大会
２０１７．９．１～１１．３０開催

市町村への支援
積極的な支援で、奈良を元気にする

❶県と市町村の連携・協働による「奈良
モデル」を推進します。
❷市町村の実情に応じた行政経営向上
への取組を支援します。
❸市町村の行
財政運営の
改善を支援
します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 市町村の行政サービス維持向上のため、市町村の連携・協
働、活性化を支援します。

● 市町村が取り組む行財政改
革を県が支援することによ
り、市町村財政の健全化
を図ります。

❶県民の地域活動、ボランティア・ＮＰＯ
への参画を促進します。　
❷地域貢献活動を行う地域づくり団体等
の活動を支援します。
❸協働を推進するための体制整備や個
別プロジェクトを推進します。

戦  略戦  略目  標目  標

● 平成３３年度までに、ボランティア活動の行動者率を３７．７
％とします。

● 平成３３年度までに、認証
ＮＰＯ法人数を６１０法人
まで増加させます。

● 県及び市町村と企業・学
校・自治会・ＮＰＯ等の様々
な主体との協働を推進し、
取組団体を増加させます。

URL : http：//www.pref.nara.jp/15672.htm

「主な政策集　もっと良くなる奈良県」
概要版
平成29年2月
奈良県 総務部 知事公室 政策推進課
〒630-8501　奈良市登大路町30
0742-27-8472

協働の推進
みんなでかかわり　元気な地域　誇れる奈良に


